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研究成果の概要（和文）：本研究は，不安障害患者の不安を低減する効果が報告されている注意バイアス修正法
によるトレーニングを，大学生を対象として，スマートフォンのアプリによって実施することが目的であった。
研究1では，注意バイアス修正法で使用する刺激の予備調査を行い，刺激のデータベースを作成した。研究２で
は，研究１で作成したデータベースを用いて，参加者募集から，課題を終了させた参加者へ謝礼を支払うまでの
仕組みを完成することができた。アプリをトレーニングに用いることで利用者の利便性は高まるが，一方で開発
のコストが非常に大きくなることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to conduct university students Attention 
Bias Modification training, which has been reported to reduce anxiety of anxiety disorder patients, 
by smartphone application.In Study 1, we conducted a preliminary survey of the stimuli used in the 
experiment and created a database of stimuli. In Study 2, we conducted an experiment using the 
database, and completed the mechanism from recruiting participants to paying rewards online. It 
became clear that the convenience of users is improved by using the application, but the development
 cost is very large.

研究分野： 臨床心理学
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１．研究開始当初の背景
 
不安障害（不安症）とは，パニック障害

（症）・社交不安障害（症）・恐怖症などを含
む不安を主な症状とする精神障害である。そ
の患者数は年々増加傾向にあり，慢性化によ
る社会的損失も大きく（厚生労働省，
2011），不安障害のメカニズムの解明が求め
られている。また，精神障害には合併症が多
く存在し，特に不安障害とうつ病は併発する
ことが多い。将来的に合併を治療するための
手立てを確立するため，合併症患者の性質を
考慮した新たなアプローチ方法の開発と，不
安と抑うつが合併する場合の自動的な処理
のメカニズム解明が必要とされている。
 近年，自動的な処理への介入法として注目
されている注意バイアス修正法（
bias modification
不安傾向の高い健常者の不安低減に非常に
有効であること
Bar-Haim, 2010
注意バイアス修正法がそのまま合併群に有
効であるかは未検討である。
 
２．研究の目的
 
（1）研究１
研究１で

より高めることを目的に，合併群や高不安群
にとって最適な刺激を明らかにするため，注
意バイアス修
査を行い，刺激のデータベースを作成
の妥当性を検討する
 
（2）研究
 
研究２で

いて，
グを，大学生を対象として，スマートフォン
のアプリにより
た。 
具体的には，

フォンによる注意バイアス修正法の実験
大学生を対象に
制群・待機群の
ら謝礼の支払いまでを全てオンラインで行
うことができる仕組みを完成させることが
目的であった。
 
３．研
 
（1）研究
①データベースの作成
調査会社に依頼し，

感情価評定および覚醒度評定を行う調査に
それぞれ
年齢（
た。刺激として，ネガティブ語と中性語の漢
字二字熟語を用いた。天野・近藤
ータベースにおける出現頻度が
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が刺激をよりネガティブに評定していた。一
方，覚醒度評定では，ネガティブ語，中性語
ともに特性不安の影響はみられなかった。そ
こで，高不安者と低不安者で感情価評定に違
いがあるかどうかをデータベース化し，「高
不安者ネガティブ語データベース」とした。
日本における感情語のデータベースは，感

情価または覚醒度のどちらか一方を調査し
ており，両者を同一の参加者に評定させたも
のはこれまでなかった。したがって，本研究
で作成した感情語のデータベースは，従
ものと比べて，より精度の高いデータベース
であるといえよう。
近年，感情語を用いた研究は幅広く行われ

意バイアスの測定を行った。トレーニングは
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Step 3
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てもらい，かつ，課題を最後まで続けること
ができる方法やシステムを開発する必要が
あるだろう。 
また，スマートフォンのアプリに関しては，

iOS のアップデートに伴い，システムの大幅
な改善が必要となり，実施時期が大幅に遅れ
てしまった。長期間にわたって研究を推進し
ていくには，このようなアップデートの影響
を受けにくいように，システムを簡略化する
必要性が明らかになった。 
以上より，研究２では，注意バイアス修正

法によるトレーニングをアプリで行うため
の環境を整備することができた。また，アプ
リをトレーニングに用いることで利用者の
利便性は高まるが，一方で開発のコストが非
常に大きくなることが明らかとなった。 
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